
切
手
を
は
っ
た
返
信
用
封
筒
を

同
封
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

教
室
申
し
込
み
」と
明
記
の
上

同
館
へ
。

●
教
室
名
／
と
き
／
対
象
／
定

員
／
参
加
費

左
表
の
と
お
り

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

●
申
し
込
み

７
月
１
日
晶
～
１４

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷

を
除
く
）に
来
館
す
る
か
郵
送
で

市
体
育
館（
〒

－

０
０
６
１
新

４４６

田
町
新
定
山

－

８
）へ

４１

※
郵
送
の
場
合
は
７
月

日
昭

１４

（
当
日
消
印
有
効
）ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
教
室

名
を
記
入
し
た
も
の
と
、

円
８０

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

参加費定員対象開始時間期間曜日教室名
３５００円

３０人

小学生（初心者）午後６時
Ａ

金卓球

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル

２３００円女性午後１時３０分
木

シェイプアップ
３０００円女性（初心者）

午前１０時

Ｂソフトテニス

各
２３００円一般

Ａ

金
健康体操
エンジョイ

エクササイズ
３６００円２５人

一般（初心者）
午後７時土ラージボール卓球

２４００円３０人午前１０時３０分火エアロビクス

２３００円４５人６０歳以上午後１時３０分木みんなで一緒に
ウェルビクス

３４００円３０人一般午後３時
Ｂ

火太極拳
各

３２００円
各

３０組
２歳～未就園児

とその親
①午前１０時
②午前１１時３０分木ふれあい

親子スクール

３５００円４５組１歳６カ月～未
就園児とその親午前１０時Ａ金親子からだあそび

とママエアロ
２８００円１００人小学４～６年生午前９時３０分

Ａ

土
陸上

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室

各
４０００円

５０人小学３～６年生午前１０時ジュニア
ソフトテニス

７５人小学４～６年生
午後６時

水バスケットボール
３０人小学４～

中学３年生
木バレーボール

３９００円３５人午後５時土
バドミントン ４７００円

各
４０人

高校生以上午後７時火
４４００円女性

午前１０時
水

３９００円
女性（初心者）

金卓球
３４００円２０人木インディアカ
５０００円１０人中学生以上午後７時火アーチェリー

各
４２００円

各
２０人１８歳以上午後７時３０分Ｂ金

硬式テニス（初級）
硬式テニス（中級）

※いずれも、１人６００円のスポーツ保険代が別途必要。
※期間のＡは７～１２月、Ｂは７～１１月。
※定員に達しない教室は、７月２１日昭午前９時から再受け付け。
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認
定
を
受
け
る
と
、
医
療
機
関

に
入
院
し
た
際
に
支
払
う
一
部
負

担
金
の
限
度
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
食
事
代
に
つ
い
て
も
減
額

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
　

更
新
す
る
人
は
８

月
　

日
昌
ま
で
に
、
新
規
の
人
は

３１
入
院
す
る
予
定
月
の
末
日
ま
で
に
、

国
民
健
康
保
険
止
国
保
年
金
課
国

保
係
、
後
期
高
齢
者
医
療
止
同
課

医
療
係
へ

■
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用

●
対
象
　

安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
る
、
次
の
①
②
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
　

歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
税

７０の
滞
納
が
な
い

②
　

歳
以
上
で
、
同
じ
世
帯
の
国

７０民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
民
税
非
課
税

●
持
ち
物
　

印
鑑
、
保
険
証

■
国
民
健
康
保
険
標
準
負
担
額
減

額
認
定

●
対
象
　

安
城
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

す
る
予
定
が
あ
り
、
同
じ
世
帯
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
と
世
帯
主

が
市
民
税
非
課
税
の
人

●
持
ち
物
　
印
鑑
、
保
険
証

■
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定

●
対
象
　

後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、

入
院
中
ま
た
は
入
院
す
る
予
定
が

あ
る
人

※
現
在
、
減
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
て
、
８
月
１
日
捷
以
降
も
対

象
と
な
る
人
は
、
手
続
き
不
要
。

●
持
ち
物
　

印
鑑
、
保
険
証

■
入
院
日
数
が
　
日
以
上
の
人
は

９１

　
入
院
日
数
が
申
請
月
を
含
む
過

去
　

か
月
間
で
　

日
以
上
に
な
る

１２

９１

場
合
は
、
食
事
代
が
減
額
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
８
月
～

今
年
７
月
に
入
院
日
数
が
　

日
以

９１

上
あ
っ
た
人
は
、
７
月
　

日
晶
ま

２９

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物
　

印
鑑
、
保
険
証
、
入

院
日
数
の
わ
か
る
書
類（
領
収
書

な
ど
）、標
準
負
担
額
限
度
額
認
定

証（
現
在
持
っ
て
い
る
人
）

■問
▼
国
保
年
金
課

国
保
係（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）

７１

医
療
係（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

体
育
館
ス
ポ
ー
ツ
ス
ク
ー
ル
・

体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
２
期
）

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
の
申
請
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■
通
知
書
を
送
付

　
各
納
付
方
法
は
、
年
金
額
・
種

類
な
ど
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
通

知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
　

７

月
中
旬
に
、
第
１
号
被
保
険
者

（
　

歳
以
上
）の
皆
さ
ん
へ
送
付
し

６５ま
す

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決

定
通
知
書
　

７
月
中
旬
に
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
へ
送
付
し
ま
す
。
ま

た
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
る
人
は
、

軽
減
額
も
通
知
書
に
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
徴
収
方
法

　
特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
が
あ
り

ま
す
。
年
度
途
中
で
対
象
に
な
っ

た
人
や
安
城
市
に
転
入
し
て
き
た

人
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
　

年
金
か
ら
保
険
料

が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
老
齢
福
祉

年
金
か
ら
は
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
４
・
６
・
８
月
分
は
、

仮
徴
収
通
知
書
で
通
知
し
ま
し
た

が
、
７
月
中
旬
に
１
年
間
分（
４

月
～
来
年
３
月
分
）の
確
定
し
た

保
険
料
と
天
引
き
の
額
を
通
知
し

ま
す
。

　
　

月
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る
人

１０
は
、
４
～
９
月
分
の
保
険
料
を
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す

●
普
通
徴
収
　

７
月
中
旬
に
送
る

今
年
度
分
の
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い■
納
期

　
７
月
～
来
年
２
月
の
毎
月

●
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
申
し
込
み
は
、
市
内
金
融
機
関

か
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）。

ま
た
、
介
護
保
険
料
止
介
護
保
険

課
、
後
期
高
齢
者
医
療
止
国
保
年

金
課
へ

※
振
替
希
望
口
座
の
通
帳
と
そ
の

届
け
出
印
が
必
要
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証
を

更
新

　
有
効
期
限
は
７
月
　

日
掌
で
す
。

３１

新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
旬
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

■問 
▼
介
護
保
険
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
６
）

７１国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
２
）

７１

　
安
城
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
（
案
）に
対
す
る
意
見
を
、

本
紙
４
月
　

日
号
や
市
公
式
ウ
ェ

１５

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
募
集
し
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と
こ
れ
に

対
す
る
市
の
考
え
方
、
対
応
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
商
工
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ

ー
、
各
地
区
公
民
館
、
中
央
図

書
館
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
の
計
画
は
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
影
響
を
見
極
め
た
上
で
、

改
め
て
公
表
し
ま
す
。

●
提
出
数
　

４
人
、
　

件
２０

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１
　

更
生
病
院
跡
地
に
建

設
さ
れ
る
図
書
館
に
、
小
さ
な
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
、
産
直
野
菜
レ

ス
ト
ラ
ン
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
新
美
南
吉
を
活
か
し
た
取

り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か

●
市
の
考
え
方
　
更
生
病
院
跡
地

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
人
数
が

利
用
可
能
な
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
　

　
新
美
南
吉
は
、
本
市
に
ゆ

か
り
の
あ
る
人
物
と
し
て
貴

重
な
資
源
と
考
え
て
い
ま
す
。

空
き
店
舗
を
活
用
し
た
南
吉

か
ふ
ぇ
の
設
置
・
運
営
や
、

南
吉
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま

す●
対
応
　

こ
の
意
見
で
の
計

画（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん●
意
見
２
　

ま
ち
な
か
産
直
市
の

開
催
回
数
・
参
加
店
を
増
や
し
て

ほ
し
い

●
市
の
考
え
方
　

ま
ち
な
か
産
直

市
は
、
魅
力
あ
る
店
舗
や
、
そ
の

店
目
当
て
の
人
の
増
加
が
期
待
で

き
る
事
業
の
た
め
、
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
今
後
の
事
業
展
開

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
で
検
討
し
て
い

き
ま
す

●
対
応
　

こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
３
　
更
生
病
院
跡
地
の
広

場
の
正
式
名
称
を「
願
い
ご
と
広

場
」と
し
た
り
、
安
城
七
夕
ま
つ

り
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
き
ー

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

ぼ
ー
」を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
り
す

る
な
ど
、
願
い
ご
と
日
本
一
事
業

を
推
進
し
て
は
ど
う
か

●
市
の
考
え
方
　

広
場
の
名
称
は
、

市
民
に
愛
着
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
や
、
市
外
か
ら
来
る
人
へ
の
Ｐ

Ｒ
に
も
な
る
た
め
、
重
要
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
整
備
に
あ
た
り
、

現
在
の
名
称
も
含
め
、
こ
う
し
た

考
え
を
も
と
に
、
整
備
が
具
体
化

す
る
な
か
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
き
ー
ぼ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
短
冊
ロ
ー
ド
の
常
設
な
ど
、
願

い
ご
と
の
聖
地
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
て
い
き
ま
す

●
対
応
　
こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る

意
見
募
集
の
結
果

介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付

ききーぼーグッきーぼーグッズズ



紙
６
月
　
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１５

●
と
き
　
前
期（
洋
画
、
写
真
）獅

　
月
　
日
松
～
　
月
６
日
掌（
捷
、

１０

２９

１１

　
月
４
日
晶
は
休
館
）　
後
期（
日

１１本
画
、
書
、
工
芸
・
彫
塑
）獅

　１１

月
　

日
松
～
　

日
掌（
　

日
捷
は

１２

２０

１４

休
館
）

●
と
こ
ろ
　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
部
門
　

日
本
画
、
洋
画
、
書
、

写
真
、
工
芸
・
彫
塑

■
第
　
回
市
民
文
芸
ま
つ
り

２３

　
俳
句
・
短
歌
と
も
雑
詠
と
し
、

自
作
未
発
表
作
品
を
募
集
。
　

月
１１

　
日
掌
に
発
表
大
会
を
し
ま
す
。

２７●
対
象
　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人
、
安
城
文
化
協
会
会
員

●
募
集
部
門
と
上
限
出
品
数
　

一

般（
高
校
生
を
含
む
）▼
俳
句
の
部

獅

３
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

２
首

以
内
　

小
・
中
学
生
▼
俳
句
の
部

獅

２
句
以
内
、
短
歌
の
部獅

１
首

●
そ
の
他
　

応
募
規
定
に
違
反
し

た
人
は
失
格
無
効
と
し
ま
す

●
申
し
込
み
　

７
月
　

日
掌
ま
で

３１

に
次
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い

①
は
が
き
に
楷
書
で
、
表
面
に
部

門
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・

筆
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・
電
話
番
号
・

■
文
芸
・
技
芸
・
趣
味
の
集
い

●
と
き
　
　
月
７
日
晶
～
９
日
掌
、

１０

　
月
上
旬

１１●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
・
文
化
セ

ン
タ
ー
ほ
か

●
部
門
　

美
術
・
芸
能
を
除
く
部

門●
申
し
込
み
　

７
月
　

日
晶
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
第
　
回
市
民
芸
能
ま
つ
り

４４

●
と
き
　
　

月
　

日
掌
・
　

日
掌

１０

２３

３０

●
と
こ
ろ
　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
部
門
　

民
謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・

箏
曲
・
民
踊
・
バ
レ
エ
な
ど

●
申
し
込
み
　

７
月
　

日
晶
ま
で

１５

（
昇
を
除
く
）に
市
民
会
館
へ

■
第
　
回
安
美
展

６８

　
出
品
申
し
込
み
は
９
月
　

日
昌

２８

～
　

月
８
日
松
で
す
。
詳
細
は
本

１０

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
緯〈
　
〉６
８
５
３
）

７７

݄
⚗

晶
Ỗ

݄


掌

⚑⚐

⚑⚑

２⚗

第
　

回
市
民
芸
術
祭

５２
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●
対
象
　
　
歳
未

１８

満
の
児
童
を
３
人

以
上
監
護
し
、
こ

れ
ら
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
保
護
者

■
公
・
私
立
認
可

保
育
園（
認
定
こ

ど
も
園
こ
ど
も
の

城
保
育
園
を
含
む
）

　
第
３
子
以
降
の

無
料
化
対
象
年
齢

を
０
～
２
歳
児
か

ら
拡
大
し
、
０
～

５
歳
児
の
保
育
料

を
、
７
月
か
ら
無

料
に
し
ま
す
（
３

歳
児
以
上
の
主
食
代
を
除
く
）。

※
所
得
税
・
市
民
税
の
課
税
額
に

よ
り
保
育
料
を
決
定
す
る
た
め
、

無
料
と
な
る
金
額
は
世
帯
で
異

な
り
ま
す
。

※
現
行
の
保
育
料
最
高
額
は
、
３

歳
児
未
満
止
４
万
８
０
０
０
円
、

３
歳
児
止
２
万
４
４
０
０
円
、

４
歳
児
以
上
止
２
万
　
円
。

９００

■
公
立
幼
稚
園

　
第
３
子
以
降
の
３
～
５
歳
児
の

授
業
料
月
額
８
９
０
０
円
を
、
７

月
か
ら
無
料
に
し
ま
す
（
給
食
費

を
除
く
）。

■
私
立
幼
稚
園

　
第
３
子
以
降
の
満
３
～
５
歳
児

の
、
７
月
か
ら
の
授
業
料
相
当
分

を
、
就
園
奨
励
費
に
上
乗
せ
し
て

補
助
し
ま
す
。

■問 
▼
子
ど
も
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
８
）

７１

年
齢
を
縦
書
き
で
記
入
し（
市

外
応
募
資
格
者
は
、
学
校
名
・

勤
務
先
ま
た
は
文
化
協
会
所
属

団
体
名
も
記
入
）、裏
面
は
上
段

２
㎝
の
余
白
を
設
け
て
作
品
の

み
を
縦
書
き
で
正
確
に
大
き
く

記
入
し
、
市
民
会
館（
〒
　－４４６

０
０
４
１
桜
町
　－

　
）へ

１８

２８

※
当
日
消
印
有
効
で
１
部
門
に
つ

き
１
人
１
枚
の
み
。

②
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内（「
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
」
止「
楽
し
む
」
止

「
文
化
・
芸
術
」
止「
第
　

回
市
民

２３

文
芸
ま
つ
り
」）か
ら
、
専
用
フ

ォ
ー
ム
を
記
入

第
３
子
以
降
の
保
育
園
保
育
料
・

幼
稚
園
授
業
料
を
無
料
化
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本
紙
２
月
　

日
号
に
掲
載
し
た

１５

補
助
事
業
の
追
加
募
集
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
耐
震
改
修
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。

●
補
助
金
額
　
　

万
円（
対
象
経

９０

費
が
　

万
円
に
満
た
な
い
場
合
は

９０

そ
の
金
額
）

●
件
数
　
　
件（
先
着
順
）

１７０

●
対
象
工
事
　

昭
和
　

年
５
月
　

５６

３１

日
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
工
事

①
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断

の
判
定
値
が
　
未
満
の
住
宅
を
、

０．７

　
以
上
に
す
る
工
事

１．０
②
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断

の
判
定
値
が
　
以
上
　
未
満
の

０．７

１．０

住
宅
を
、
　
加
算
し
た
数
値
以

０．３

上
に
す
る
工
事

●
申
し
込
み
　

７
月
　

日
晶
～
　

１５

１２

月
　

日
昌
午
前
８
時
　

分
～
午
後

２８

３０

５
時
　

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

１５

補
助
金
申
請
書
、
耐
震
診
断
結
果

報
告
書
の
写
し
、
耐
震
改
修
計
画

書
、
耐
震
改
修
費
見
積
書
、
委
任

状
、
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
書
類

を
持
参
し
、
直
接
建
築
課
へ

※
工
事
着
手
前
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
補
助
金
申
請
書
は
、
同
課
・
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
そ
の
他
　

市
で
は
無
料
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
希
望
す

る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
１
）

７１

木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助
金
申

請
を
追
加
募
集

●
と
こ
ろ
　

①
・
⑩
止
市
保
健
セ

ン
タ
ー
　

②
～
⑦
・
⑫
止
市
内
指

定
医
療
機
関
、
⑧
・
⑨
止
市
保
健

セ
ン
タ
ー
、
市
内
指
定
医
療
機
関

⑪
止
安
城
更
生
病
院
、
八
千
代
病

院
、
三
河
安
城
ク
リ
ニ
ッ
ク

●
そ
の
他
　
　

歳
以
上
・
市
民
税

７０

非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料（
①
・

⑪
を
除
く
）

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

　
病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
に
は
、
定
期
的
な
検
診
が

必
要
で
す
。
市
で
実
施
し
て
い
る

検
診
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
検
診
名
／
内
容
／
対
象
／
費
用

左
表
の
と
お
り

費用対象内容名称

６０００
～２万５０００円２０歳以上

問診、身体・血圧測定、
眼底、眼圧、心電図、
胃・胸部エックス線、血
液検査、腹部超音波など

①人間ドック

無料

４０歳以上で、市
国民健康保険・
後期高齢者医療
保険加入者

問診、身体・血圧測定、
検尿、血液検査など
（６５歳以上は胸部エック
ス線もあり）

②特定健康診
査・後期高齢
者医療健康診
査

１８～３９歳、６５歳
以上で社会保険
加入者

胸部エックス線、血圧測
定、検尿

③市民健康検診
　（結核健康診

断）
５００円（かく痰
細胞診検査は
別途５００円）４０歳以上

胸部エックス線
（必要な場合は、かく痰
細胞診検査もあり）

④肺がん検診

２０００円胃部エックス線⑤胃がん検診

５００円
免疫便潜血検査⑥大腸がん検診

４０歳以上の男性血液検査（ＰＳＡ）⑦前立腺がん検
診

１０００円
２０歳以上の女性子宮頸部細胞診、内診、

視診
⑧子宮頸がん検
　診

４０歳以上の女性視触診、マンモグラフィ⑨乳がん検診

５００円２０歳以上の女性超音波法⑩骨粗しょう症
検診

１万円４０歳以上頭部ＭＲＩ、頭部ＭＲＡ⑪脳ドック

無料
４０・４５・５０・５５・
６０・６５・７０歳（対
象者へ通知済み）

問診、歯周疾患検査、ブ
ラッシング指導⑫歯周疾患検診

※対象はすべて安城市民で、職場などで受ける機会のない人（②・⑫を除く）。
※脳ドックは、本紙９月１日号で募集予定（定員は３００人）。

͝
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用
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市
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